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川 崎製鉄株式会社納

千葉製鉄併用15′る25kVAタービン発電機

是 井 良 朗*

15,625kVA Turbine Generator for KawasakiIron Mfg.,Co.

By YoshiakiKorei

HitachiWorkぅ,Hit;1Chi,Ltd.

Abstraet

Tlle 丘rst unit of

from Hitachi,Ltd.by

prOgramme COnCernlng

pleted and now under

the two15,625kVA Turbine Generators whiぐh were ordered

KawasakiIron Manufacturir]g Co.on their topicalextension

the establishing of new Chiba Works has recently been com-

erection at the site.The machines are to be directly driven

by12,500kW steam turbines of also Hitachi's make.

Althoughitfallsfarshortof Hitachi's recordincapacity,itis noteworthy because

Of the new
Ldesign an･dideasincorporatedin many phases,SllOwing the degree of

improvementanddevelopmentintllemanufactureofsteampowergeneratingequlpment

reachedin these post war
Ldays.In

the factory test,the machine showed excellent

Characteristicsin efBciency,temperature rise,etC.,Which could be realized only on

t･hestrength of Hitachi'slong history of specialization,meitculous carein selection of

materials andfervent endeavours of englneerlng Staff and skilled craftmen.

〔Ⅰ〕緒 言

今回日立贋作所ほ川崎製鉄株式会社網子薫製 所川

15,6251くVA タービン発電機2台の経文を受け､そのう

ち最初の1台が日立製作所日立工場にて完成し､工場

験を好調裡に終り､目下現地で組立←Flである-.

戦後我国の火力発電所の新設､増設も漸くその絹をこつ

き､各 力会社の大容量発電機の発注も逐次活気を三言す

るに至り､Fl立製作所に於ても 55,0001{W

機を受注製作しており､本機は決して

7k素冷却式

すべき大

容量機ではないが､戦後の人力拡充の一段階を示すもの

としてこゝにその概略を紹介したいと思う｡.

本機は同じく日立製の12,5001くW蒸気タービンと直

結されるもので､最新の設備を誇る千葉製鉄所の動力源

としてその満腔が期待されている〔第2号機は目下工場

にて製作中である(二

日立製作所日立工場

〔ⅠⅠ〕本 棟 の 仕 様

本棟の仕様事項はすべてJECに準拠し､⊥Lなる仕様

ほ次の如くである.

発 電 機

型 式‥‥.‥.‥閉鎖通風型非凸極回転界磁式

謹量‥ 格..

出 力.

電 圧.

力 率.

周波数.

回転数,

励磁電圧.

中性点.

接

主励磁機

三相星型

‥.2台
15,6251{VA

‥12,5001亡W

‥11,000V

.‥80%

.‥50凸っ

3,000r.p.m.

‥ 220V

.抵抗接地

6木口f-ilし
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型 式.

量‥

量..

圧‥

回転数.

副励磁機

型 式.

!■-･!.

_鼠･･･

｢･】.

旦･･･

.‥開放型勉励磁式

‥....‥2台(発電機2台に対し)

…‥70kW

‥,‥
220V

‥.3,000r.p皿.

.…‥.開放型複巻式

..2台(発
機2台に対して)

.‥
2kW

電 圧‥.
.110V

回転数…………………… 3,000r･p･m･

〔ⅠⅠⅠ〕発電 機 の 構 造

第1図ほ工場に於て組立てられた発電機である｡.次に

横の構造に就いて述べる｡

固定子線輪には二層巻線が用いられ､巻線を入れる蒔

にほ開溝が採用されている｡楔は幕の先端部が軸方向の

通風路を構成するように､基隙面より引込んだところに

設けられ､歯端部の冷却面債が大きくなっている｡固定

子線輪の各導体は漂遊負荷損を減少せしめるため､多数

の素練を幕内で完全に転位せしめて一体としたものを用

い､線輪端部はインポリウ←ト型に成型され､非磁性締

めつけボルトで支持腕に固く締めつけられている｡層間

絶縁及び対地絶縁にはマイカペ←パ←及びガステープを

使用した完全B種絶縁を施し､又最外層には絶縁紙を巻

きつけて焼付けを行い十分なる機械的強度を与えてい

る｡

更にコロナ防止のため､幕内及び満用口の表面にほ適

正な配合の半導体 料を塗布してある｡

磯子鉄心には高級珪素鋼板を使用し､これに一一枚毎

に特殊ワニスを高温皮で焼付けている｡鉄心は軸方向に

多数の通風孔を有する外､鉄心問の通風渠には間隔片を

適当な形に曲げて配列し､複式通風の有効な通風路を形

成している｡

固定子枠は熔接鋼板製で運転中の振動又ほ不平衡磁気

吸引力に対して十分頑強に作られている｡2 発電機で

は2倍周波数の振動が固定子枠に生じ､これが基礎に伝

達され達家を振動せしめる場合が考えられるので､鉄心

をばね等により可撰文斉する方法が使用される傾向にあ

るが､木機の現状では斯る特殊な構造を必要とせず､熔

接構造だけで十分信頼出来るよう設計されている｡

固定子冷却方式は､多年の経験と研究に基く円周方向

区劃式複式通風方式をとっており､新鮮な空気が固定子

のどの部分にも に送り込まれるので､鉄心中央部の

最高温度となるべきところも十分冷却されて好結果を得

ている｡

第1図 工場にて試験中の15,625kVA タービン

発電機

Fig.1.15,625kVA Turbine Generator under

Testingin the Factory

線輪端支持睨､固定子鉄心端板､固定子端坂寄は漂遊

負荷損を減少せしめるために非磁性金属を使用した｡

回転子は線輪を入れる罷の外に､冷却効果を大ならし

めるために軸方向に通風 が加工され､これは更に陛部

にあけられた多数の放射状の通風孔と連結されて冷却空

気の有効な通園路を形成している∴軸と直角方向の断面

の慣性能率を等しくして､運転時に起る有害な振動を除

くために､回転子の極心部分に軋方向と直角に半円形の

溝を刻んだが､この方法ほ軸方向に遊び幕を切る方法よ

りは かに簡単である｡又軸受のジヤ←ナル部分は軌受

温度の低下を計る為に超仕上加工を行っている｡

軸材にはニッケル･クロム･モリブデン鋼の単一銀塊

を採用した._ノ製鋼上最も欠点の多い中｣L､部に孔を穿ち､

拡大鎧を用いて孔内を徹底虻に検査せる外､超音波探傷

とコアドリルを併用し､回転子を放かに回転しながら

移動する台に取りつけた探傷子を用いて全局にわたり全

面の調査を行うと共に､深部コアドリルによって実際に

最大応力のかかる内孔近くからも試験片を取出し､精密

なる材質試験を行って信頼度の高い材料を使mしてい

る｡

界磁線輪は予め成形された鋼帯を満に挿入しながら組

立てた｡絶縁は強く圧縮されたマイカペ←パ←を用いた

完全B種絶縁で高速回転に基く大きな遠心力及び線輪の

熱膨脹による応力に十分耐え得るよう細心の注意が払わ

れている｡線輪は大きな遠心力を受けて楔及びプロテク

トリングに押しつけられているため､負荷の増減に伴う

軸方向の伸霹宿 動が拘束され線輪に圧縮歪がおこり､特

に線輪端の部分がかような拘束力を受けて変形し層間短

絡､接地等の事故を生じ易いので､この部分の絶縁及び

間隔片の配置､保持方法等には特に工夫をこらし事故の

皆無を期している｡

一･



川崎製鉄株式会社納千葉製

一線輪端部を保護するプロテク 櫻

･
‥

グンリト 質性的

所用15,625kVAタービン発電機 1023

の極めて勝れた非磁性銅を使用し､これによって漂遊負

荷損及び界磁漏洩磁菜の減少を計っている｡リングは全

て自家工場の

かに凌:

品よりなるが､これは米国の規格を造

し､抗張力1101くg/mm2,伸び25%iこも及ぶ

ものが鍛造可餞で､日立製作所が誇る最優秀品の一つで

ある｡･プロテクトリングの嫡部に取付けられた釣合環と

軸との間には空隙が設けられており､十分なる冷却空気

がこゝから送り込まれる｡

スリップリングは保守取扱の便を計るために励磁機例

のペデスタルの外側に並べて設けた｡又リングの表面に

ほ螺旋状に帯を刻んで刷子 流の不平衡を無くするよう

にした｡界磁線輪から軸の中心孔を経てスリップリング

に至るリード線の部分は我々の新案になる特別の工作法

によってボルト等を全然使用しない無接続の構造になつ

ているので､従来のタ←ビン発電機で屡々見受けられた

この部分のリード線の断線による

った｡

ペデスタルは特に強固な 掌造と

故の懸念ほ皆無とな

し､発電機中心高を従

来よりも一層低くして運転中に起る有害なる振動の低減

を計っている｡軸電流防止絶 も完全に行われ､ベース

ほ圧延銅板を用いた熔接構造で奄量且つ頑強に作られて

いるく‥｣

タービン発 機直結励磁機の如き高速度直流機の良否

ほ整流子及び刷子保持器の構造如何に依って決せられる

ので､この点設計及び工作上万全の注意を払った｡

整流子片は2箇のシュリンクリングで固定されてお

り､支持の一端にほぼね板を取付けて､温度上昇に基く

整流子片の事由方向の伸縮を完全に目由ならしめている｡.

整流子片は組立てゝから十分シ←ゾニングを施した

後､高速で旋盤仕上を為しマイカのアンダカットも適切

に行われ､運転中に整流子片が変形を起し､或いほハイ

パー､ハイマイカ等を生じて整流作用を害することのな

いように慎重に組立てられている｡

磯子鉄心には良質薩素銅板を使屈することほ勿論で

あるが､パインド線､鉄心端板等にほ[H来るだけ非磁性

材料を使問し漂遊負荷損を減少せしめている｡

主励磁機と副励慣機は共通軸上に相接して電機子を取

付け､軸長を短くすると共に軸を太くとり､両端の2箇

の車由更によって強固にべトスに取付けられ振動の極めて

少ない構造になっている｡この励磁機は可揆連結子によ

って発 に連結されている｡

軸受は強制給油式として軸の油切りに注意する外に､

フェルトパッキングと美鈴板を数箇所に用い､覿安の構

造にも特に考 を払い､高速回転機に屡々見受けられる

油漏れが絶対に起らないようにした｡

〔ⅠⅤ〕エ 場 試 験

本発 磯ほ試験用誘導 動機を用いて正確に各種損失

の測定を行った｡温度上昇試験は銅損鉄損及び機械現に

よる温度上昇値より実負荷の場合を推定した外､

運転によっても行われたが､温度上昇及び能

値に対して十分満足すべきものであった｡

lい■ノ｣l

共に保証

度試験は工場内の高遠試験用ピッ†巾で115%過

速度即ち3,450r･p･m･で行われ､各部分とも機械的に十

分の強度を有することが確められた｡

主副励磁機の試験は別の試験用 電動機に直結して

行った｡整流試験の結果ほ全負荷に於ても文部分負荷に

放ても､極めて満足すべき無火花整流が行われることが

確 せられた｡｡

過速度で行われた｡

以上

度試験は発

〔Ⅴ〕結

横木体と同じく115%

■吉

単に本磯の概要を説明したが､これを要するに

巨1立製作所多年のタービン発電機の製作経験と研究成果

の蓄 を集中して完成せられたものであって､戦後の困

難なる状況にも拘わらず日立製作所の発電機製造技術が

一段の進歩を遂げたことを示すものである｡

侍工場に於ては漆磯の第2号機の外､本邦最初の画期

的大容量記録品､東京電力株式会社納潮田発 所用 67,

0001(VA水素冷却タービン発電機､及び北海道電力株式

会社納江別発電所用31,250kVA機等を製作中で､これ

等に就いてほ稿を改めて本誌に紹介し､独自の途を歩み

けた日立技術の成果に閲し江湖の御批判を仰ぎたいと

思う｡
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最近登録された日立製作所の特許及び実用新案 (其の1)

区 別

特 許

実用新案

†l

登録番号

199101

199102

199103

199105

401898

401905

401906

401908

401911

401913

401918

401919

401920

401923

401924

401925

401931

401933

401934

401936

401937

401938

401954

401955

401956

401957

401897

401902

401903

名 称

電流による油潤滑金属磨耗試験方法

電気固有抵抗大きく弾性率低き電刷子用
炭素成形体製造法

開 閉 器 用 操 作 ハ ン ド ル

吼冷式7k鋲整流器の陰極口出導出装置

大 型 直 流

整 流

エ レ ベ ー タ 乗

縫管機用回転

水銀整流器電極保持鎖錠装置

水銀整流器の電極弛緩防止装置

造管機用回転

高

極駆動蓮断装置

速度エレベータ屈把握転輪支持装置

水 分･

子

閉リ ン ク 装 置

の 界 磁 巻 線

離 器

巻 線

電 機

機

工 場 別

戸塚工場

亀有工場

中央研究所

多賀工場

日立コニ場

日立工場

日立工場

日立工場

目立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立コニ場

日立工場

日立工場

日立工場

日立二工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

杉 田 虎之助

行

秋弥

音

千勝

下

島川

丹

桑緑

雄

宵 崎 徳太郎

助午之留藤本佐岡

神

口

白田

林
今
泉
富
山

峯次郎

士 忠 治
所 武 夫

安 治

隆
子吾郎

徳太郎
又石勧門

山口 又右南門

林 安 治

田 中 健太郎

神 峯次郎

神 峯次郎

田 附 修

青
木
菅

享還

異 音
政 碓

長尾 華石綿門

木 田 真 書

大 里 幸 男

氏 原 良 男
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